


‭　（４）公募開始日から契約締結日までの期間に、札幌市競争入札参加停止等措置要領‬

‭　　　（平成14年9月18日財政局理事決裁）の規定に基づく参加停止措置を受けていな‬

‭　　　　いこと。‬

‭　（５）札幌市暴力団の排除の推進に関する条例第２条第１号に規定する暴力団その他‬

‭　　　の反社会的団体である者又はそれらの構成員が行う活動への関与が認められる者‬

‭　　　でないこと。‬

‭４　企画提案書等の提出方法‬

‭　 (１) 提出書類‬

‭　　　ア　参加意向申出書（様式１）１部‬

‭　　　イ　企画提案書（自由様式）　11部‬

‭　　　（ア）表紙に提案者の社名を記載したもの（正本）を１部、社名が記載されて‬

‭　　　　　いないもの（副本）を10部用意すること。‬

‭　　　（イ）Ａ４判、両面印刷、10枚（20ページ）以内とすること（表紙、目次は除‬

‭く。）‬

‭　　　（ウ）体裁は以下のとおりとすること。‬

‭　　・言語は日本語、通貨単位は円とすること。‬

‭　　・フォントサイズ12以上とすること。‬

‭　　・表紙、目次、添付書類一覧表をつけること。‬

‭　　・表紙及び目次を除き、企画提案書下部にページ数を入れること。‬

‭　　　（エ）提案書と別に資料を提出することは認めない。‬

‭　　　（オ）正本については、PDFファイル形式の電子媒体（CDまたはDVD）を１部提出‬

‭　　　　　すること。‬

‭※上記副本については、審査の公平公正を期するため、企画提案書内に、会社名‬

‭やロゴマーク等、会社名を特定及び類推できる表現や氏名を一切入れず、別の‬

‭表現や伏字等で記載すること。‬

‭　　　ウ　参考見積書（自由様式）　１部‬

‭　　積算の詳細が分かるように内訳を記載すること。なお、本参考見積書は評価‬

‭　対象とはしない。また、企画提案が選定された者との契約額を確約するもので‬

‭　はない。‬

‭　(２) 提出方法及び提出先‬

‭　　　持参又は郵送により、上記１の契約担当に提出すること。‬

‭　(３) 提出期限‬

‭提出書類‬ ‭提出期限‬

‭・参加意向申出書（様式１）‬ ‭令和７年10月10日（金）12時必着‬

‭・企画提案書（自由様式）‬

‭・参考見積書（自由様式）‬
‭令和７年10月21日（火）12時必着‬

‭　　　※郵送の場合は特定記録によること。‬

‭　　　※持参する場合は、月曜から金曜（祝日を除く。）の９時から17時の間に行うこ‬

‭　　　　と。‬

‭５　提案説明書等の交付方法‬

‭　　令和７年9月30日（火）から危機管理局ホームページにて公開する。‬



‭６　審査及び選定方法‬

‭　　企画競争実施委員会において、一次審査（書類審査）及び二次審査（プレゼンテー‬

‭　ション審査）を行い、最も優れた企画提案者を選定する。‬

‭　（１）一次審査（書面審査）‬

‭　　　　提出された企画提案書等により書面審査を実施する。一次審査通過の企画提案‬

‭　　　は５件とする。ただし、応募件数が５件以下の場合は一次審査を省略する。‬

‭　（２）二次審査（プレゼンテーション審査）‬

‭　　　　一次審査を通過した企画提案について、プレゼンテーション審査を実施する。‬

‭　（３）契約候補者の選定‬

‭　　　　提案書に明示する評価基準表に基づき、最低評価基準点を超えた提案者を対象‬

‭　　　として、実施委員会委員の評価の合計点数が最も高い提案者を契約候補者とす　‬

‭　　　る。‬

‭７　その他‬

‭　（１）次のいずれかに該当した場合は失格とする。‬

‭　　ア 参加資格を満たしていないことが判明し又は満たさないこととなった場合‬

‭　　イ　提出書類に虚偽の記載がある場合‬

‭　　ウ　不正な利益を図る目的で実施委員会の委員等と接触し、又は利害関係を有す‬

‭　　ることとなった場合‬

‭　　エ　提出書類の提出期限、提出場所、提出方法及び記載方法等が、本提案説明書‬

‭　　及び各様式で定めた内容に適合しなかった場合‬

‭　　  オ　審査の公平性を害する行為を行った場合‬

‭　    カ　その他、本提案説明書等に定める手続き、方法等を遵守しなかった場合‬

‭　（２）　企画競争に係る一切の経費は、参加者の負担とする。‬

‭　（３）　提出された企画提案書等は返却しない。‬

‭　（４）　同一事業者からの複数の企画提案書の提出は認めない。‬

‭　（５）　詳細は、「令和７年度札幌市総合防災訓練防災イベント企画運営業務」公募‬

‭　　　　型企画競争提案説明書による。‬


